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■背景・内容 

CAFS は、九州大学が培ってきた「アジア重視戦略」の成果に立脚した世界展開を進めて行くため、

「アジア太平洋共生の共通基盤となる独自の新学問分野」を切り拓き、新たな政策的アジェンダを提起

する人文社会科学横断型の研究センターとして、平成 26 年 3 月 1 日に発足しました。今回のシンポジ

ウムでは、国内外で今注目されているボーダースタディーズ（境界研究※1）の新たな拠点づくりを目指

すべく、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター境界ユニット（UBRJ）と共に開催します。 

九州大学の文系諸部局のボーダー（境界）を超えた研究促進を行う CAFS の設立趣旨にふさわしく、

広く世界各地からの叡知が集結し、アジア太平洋地域におけるボーダースタディーズについて、活発な

議論が交わされる予定です。 

 

【九州大学アジア太平洋未来研究センター設立シンポジウム】 

「Reshaping Border Studies on Asia and Pacific ―アジア太平洋のボーダースタディーズを創る―」 

 

・日  時：平成 27 年 3 月 7 日（土）13:00～17:40  

           3 月 8 日（日）10:00～17:10  

・会  場：ソラリア西鉄ホテル（福岡市中央区天神 2-2-43） 

・参 加 費：無料 ※事前申し込み必要。定員に達し次第、締切とさせていただきます。 

・使用言語：英語・日本語（同時通訳あり） 

・主  催：九州大学アジア太平洋未来研究センター（CAFS） 

・共  催：北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター境界ユニット（UBRJ） 

 

スケジュール： 

【1 日目】 

＜オープニング＞ 

 「Association for Borderlands Studies!アジアへの挑戦」ユッシ・レイン（東フィンランド大学） 

 「ボーダースタディーズと世界：アジア太平洋へのまなざし」岩下 明裕（北海道大学） 

 

＜セッション 1：ボーダーツーリズムを創る＞ 

 「EU とロシアの国境観光の経験」セルゲイ・ゴルノフ（北海道大学） 

 「対馬：東アジアの国境観光モデル」花松 泰倫（九州大学） 

 

【2 日目】 

＜セッション 2：国際関係における境界＞ 

 「アジア太平洋の国際秩序と境界」セルゲイ・セバスチャノフ（ロシア極東大学） 

 「ユーラシアの国際秩序と境界」ポール・リチャードソン（マンチェスター大学） 

 

九州大学アジア太平洋未来研究センター設立シンポジウム 

「Reshaping Border Studies on Asia and Pacific－アジア太平洋のボーダースタディーズを創る－」 

概 要 

 九州大学アジア太平洋未来研究センター（Center for Asia-Pacific Future Studies：CAFS）は、

平成 27 年 3 月 7 日（土）、8 日（日）に、ソラリア西鉄ホテル（福岡市中央区天神）において、設

立シンポジウムを開催します。 

 今回のシンポジウムのタイトルは、「Reshaping Border Studies on Asia and Pacific ―アジア太

平洋のボーダースタディーズを創る―」です。 

 



 

 

＜セッション 3：日本の境界地域：過去と未来＞ 

 「北から見た日本の境界地域」エドワード・ボイル（北海道大学） 

 「南西日本の境界変容：与那国から」舛田佳弘（日本文理大学） 

 

＜ラウンドテーブル＞ 

 「アジア太平洋とボーダースタディーズの展望」 

 

■効 果 

 すでに境界研究を行っている北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター境界ユニット（UBRJ）と

共に開催することにより、九州初の研究拠点づくりへの第一歩となり、更なる境界研究の発展が見込ま

れます。 

また、今回のシンポジウムには、国際研究の発信におけるプロフェッショナル達が、ヨーロッパおよ

びアジア各地から福岡に集結し、九州大学の文系諸部局のメンバーと議論を交わす予定です。私たちの

住む九州地域はもちろん、アジア太平洋地域についても多方面から見つめ直し、関心を持つことが期待

されます。 

 

■今後の展開 

 今後も CAFS は、九州大学の文系諸部局横断型の国際共同研究を継続的に促進していきます。今回は

ボーダースタディーズをテーマとして取り上げましたが、今後、新たな研究テーマを組織し、研究者向

け・一般向けの様々なシンポジウムやセミナーなどを開催し、内外に向けて情報発信する予定です。 

 CAFS での研究テーマの一つであるボーダースタディーズにおいては、九州初のボーダースタディー

ズの拠点として、アジア各地に隣接した地理的条件を活かした研究を進めていきます。この 3 月に開催

される、ボーダーツーリズムのモニターツアー（福岡から対馬を通って釜山にわたる「国境観光モデル

づくり」）についても、CAFS の事業の一環として位置づけており、北海道・稚内とサハリン、沖縄・

八重山と台湾などのツーリズムについても検討しているところです。 

 

 
※１境界研究・・・実態空間と空間認識・集団認識の間に生じる差異における研究。実態空間は国家と国

家の接触点（国境）であり、そこに住む人間が持つ空間認識や集団認識とずれること

で、民族対立や国境が生じている為、国境問題、文化摩擦といった形で生じている境

界をめぐる対立・紛争を実態・表象の双方から考察する。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シンポジウムのお問い合わせ】 

九州大学アジア太平洋未来研究センター 日笠（ひがさ） 

TEL：０９２－６４２－２７４８ 

FAX：０９２－６４２－７３７４ 

Mail：cafs@jimu.kyushu-u.ac.jp  

 

【研究内容のお問い合わせ】 

 九州大学アジア太平洋未来研究センター  

副センター長 出水 薫（いずみ かおる）教授 

Mail：kizumi@law.kyushu-u.ac.jp 

mailto:cafs@jimu.kyushu-u.ac.jp
mailto:kizumi@law.kyushu-u.ac.jp
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2015年3月7日¥ ▼8日¨ ソラリア西鉄ホテル

主催：　 九州大学アジア太平洋未来研究センター 〒812-8581　福岡市東区箱崎 6-10-1　
TEL:092-642-2748  FAX:092-642-7374　http://cafs.kyushu-u.ac.jp/

共催：　　　 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター境界研究ユニット（UBRJ）
協力： 特定非営利活動法人 国境地域研究センター（JCBS）／境界地域研究ネットワークJAPAN（JIBSN）／EUIJ九州
共催：　　　 北海道大学スラ

※本シンポジウムは、九州大学「プログレス100」（平成26年度）と、日本学術振興会科研費（基盤（Ａ））「ボーダースタディーズによる国際関係研究の再構築」及び日本学術振興会実社会対応プログラム「国境観光：地域を創るボーダースタ
ディーズ」の成果報告の一環としても実施されます。

アジア太平洋未来研究センター設立シンポジウム

アジア太平洋のボーダースタディーズを創る

[言語]
英語・日本語
（同時通訳あり）

参加無料

●お申込み方法／Email: cafs@jimu.kyushu-u.ac.jp   Fax: 092-642-7374
件名に「シンポジウム申込み」と明記し、①お名前、②メールアドレスまたはお電話番号、③ご所属を記入の上、メールまたはFAXにて送信してください。

報告者

岩下明裕（北海道大学）
Iwashita Akihiro (Hokkaido University)

セルゲイ・セバスチャノフ（ロシア極東大学）
Sergei Sevastianov  (Far Eastern University)

セルゲイ・ゴルノフ（北海道大学）
Sergey Golunov (Hokkaido University)

舛田佳弘（日本文理大学）
Masuda Yoshihiro (Nippon Bunri University)

花松泰倫（九州大学）
Hanamatsu Yasunori (Kyushu University)

ポール・リチャードソン（マンチェスター大学）
Paul Richardson (University of Manchester)

ユッシ・レイン（東フィンランド大学）
Jussi Laine (University of Eastern Finland)

エドワード・ボイル（北海道大学）
Edward Boyle (Hokkaido University) 

13:00～14:40 オープニングセッション
司　　 会：出水薫（九州大学 アジア太平洋未来研究センター 副センター長）
開会挨拶： 松原孝俊（九州大学 アジア太平洋未来研究センター長）
挨　　拶1： シン・ギウク（スタンフォード大学）
挨　　拶2： 田中教雄（九州大学 法学研究院長）
挨　　拶3： 古谷嘉章（九州大学 比較社会文化研究院長）
基調報告1： ユッシ・レイン（東フィンランド大学）
 「Association for Borderlands Studies!アジアへの挑戦」
基調報告2： 岩下明裕（北海道大学）
 「ボーダースタディーズと世界：アジア太平洋へのまなざし」

15:30～17:30 セッション1：ボーダーツーリズムを創る
Make Border Tourism Together

司　　 会： 川久保文紀（中央学院大学）
報　　告1： セルゲイ・ゴルノフ（北海道大学）
 「EUとロシアの国境観光の経験」
報　　告2： 花松泰倫（九州大学）
 「対馬：東アジアの国境観光モデル」
コメント ： 古川浩司（中京大学）、エド・プルフォード（ケンブリッジ大学）

P r o g r a m  S c h e d u l e

10:00～12:00 セッション2：国際関係における境界
Borders and International Relations

17:30～17:40 クロージングセッション
挨　　 拶：青木玲子（九州大学 理事・副学長）

センター設立祝賀会
挨　　拶1： 坂上康俊（九州大学 人文科学研究院長）
挨　　拶2： 濵本満（九州大学 人間環境学研究院長）

司　　 会： 池直美（北海道大学）
報　　告1： セルゲイ・セバスチャノフ（ロシア極東大学）
　　　　　「アジア太平洋の国際秩序と境界」
報　　告2： ポール・リチャードソン（マンチェスター大学）
　　　　　「ユーラシアの国際秩序と境界」
コメント ： 松井康浩（九州大学）、イ・ホンピョ（九州大学）

13:30～15:30 セッション3：日本の境界地域：過去と未来
Japan’s Borderlands : Past and Future
司　　 会： 田村慶子（北九州市立大学）
報　　告1： エドワード・ボイル（北海道大学）
　　　　　「北から見た日本の境界地域」
報　　告2： 舛田佳弘（日本文理大学）
　　　　　「南西日本の境界変容：与那国から」
コメント ： 高木彰彦（九州大学）、出水薫（九州大学）

16:00～17:00 セッション4：ラウンドテーブル 「アジア太平洋とボーダースタディーズの展望」
Roundtable : The Future of Border Studies in Asia-Pacific

司　　 会：岩下明裕（北海道大学）

17:00～17:10 クロージングセッション
挨　　 拶：松原孝俊（九州大学 アジア太平洋未来研究センター長）

18:00～

3月7日（
土）

3月8日（
日）

ボーダー

ボーダーランド



西鉄福岡（天神） JR博多
天神南

天神

中洲川端

呉服町

祇園

渡辺通り
薬院

ソラリア西鉄ホテル

ア
ジ
ア
太
平
洋
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
創
る

DIC411s

2015年3月7日¥ ▼8日¨ ソラリア西鉄ホテル

主催：　 九州大学アジア太平洋未来研究センター 〒812-8581　福岡市東区箱崎 6-10-1　
TEL:092-642-2748  FAX:092-642-7374　http://cafs.kyushu-u.ac.jp/

共催：　　　 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター境界研究ユニット（UBRJ）
協力： 特定非営利活動法人 国境地域研究センター（JCBS）／境界地域研究ネットワークJAPAN（JIBSN）／EUIJ九州

※本シンポジウムは、九州大学「プログレス100」（平成26年度）と、日本学術振興会科研費（基盤（Ａ））「ボーダースタディーズによる国際関係研究の再構築」及び日本学術振興会実社会対応プログラム「国境観光：地域を創るボーダースタ
ディーズ」の成果報告の一環としても実施されます。

アジア太平洋未来研究センター設立シンポジウム

アジア太平洋のボーダースタディーズを創る

[言語]
英語・日本語
（同時通訳あり）

参加無料

●お申込み方法／Email: cafs@jimu.kyushu-u.ac.jp   Fax: 092-642-7374
件名に「シンポジウム申込み」と明記し、①お名前、②メールアドレスまたはお電話番号、③ご所属を記入の上、メールまたはFAXにて送信してください。

報告者

岩下明裕（北海道大学）
Iwashita Akihiro (Hokkaido University)

セルゲイ・セバスチャノフ（ロシア極東大学）
Sergei Sevastianov  (Far Eastern University)

セルゲイ・ゴルノフ（北海道大学）
Sergey Golunov (Hokkaido University)

舛田佳弘（日本文理大学）
Masuda Yoshihiro (Nippon Bunri University)

花松泰倫（九州大学）
Hanamatsu Yasunori (Kyushu University)

ポール・リチャードソン（マンチェスター大学）
Paul Richardson (University of Manchester)

ユッシ・レイン（東フィンランド大学）
Jussi Laine (University of Eastern Finland)

エドワード・ボイル（北海道大学）
Edward Boyle (Hokkaido University) 

13:00～14:40 オープニングセッション
司　　 会：出水薫（九州大学 アジア太平洋未来研究センター 副センター長）
開会挨拶： 松原孝俊（九州大学 アジア太平洋未来研究センター長）
挨　　拶1： シン・ギウク（スタンフォード大学）
挨　　拶2： 田中教雄（九州大学 法学研究院長）
挨　　拶3： 古谷嘉章（九州大学 比較社会文化研究院長）
基調報告1： ユッシ・レイン（東フィンランド大学）
 「Association for Borderlands Studies!アジアへの挑戦」
基調報告2： 岩下明裕（北海道大学）
 「ボーダースタディーズと世界：アジア太平洋へのまなざし」

15:30～17:30 セッション1：ボーダーツーリズムを創る
Make Border Tourism Together

司　　 会： 川久保文紀（中央学院大学）
報　　告1： セルゲイ・ゴルノフ（北海道大学）
 「EUとロシアの国境観光の経験」
報　　告2： 花松泰倫（九州大学）
 「対馬：東アジアの国境観光モデル」
コメント ： 古川浩司（中京大学）、エド・プルフォード（ケンブリッジ大学）

P r o g r a m  S c h e d u l e

10:00～12:00 セッション2：国際関係における境界
Borders and International Relations

17:30～17:40 クロージングセッション
挨　　 拶：青木玲子（九州大学 理事・副学長）

センター設立祝賀会
挨　　拶1： 坂上康俊（九州大学 人文科学研究院長）
挨　　拶2： 濵本満（九州大学 人間環境学研究院長）

司　　 会： 池直美（北海道大学）
報　　告1： セルゲイ・セバスチャノフ（ロシア極東大学）
　　　　　「アジア太平洋の国際秩序と境界」
報　　告2： ポール・リチャードソン（マンチェスター大学）
　　　　　「ユーラシアの国際秩序と境界」
コメント ： 松井康浩（九州大学）、イ・ホンピョ（九州大学）

13:30～15:30 セッション3：日本の境界地域：過去と未来
Japan’s Borderlands : Past and Future
司　　 会： 田村慶子（北九州市立大学）
報　　告1： エドワード・ボイル（北海道大学）
　　　　　「北から見た日本の境界地域」
報　　告2： 舛田佳弘（日本文理大学）
　　　　　「南西日本の境界変容：与那国から」
コメント ： 高木彰彦（九州大学）、出水薫（九州大学）

16:00～17:00 セッション4：ラウンドテーブル 「アジア太平洋とボーダースタディーズの展望」
Roundtable : The Future of Border Studies in Asia-Pacific

司　　 会：岩下明裕（北海道大学）

17:00～17:10 クロージングセッション
挨　　 拶：松原孝俊（九州大学 アジア太平洋未来研究センター長）

18:00～

3月7日（
土）

3月8日（
日）

ボーダー

ボーダーランド



でん

※ 天候等の都合により、企画内容が変更になる場合があります

＜宿泊予定先＞ 対馬（比田勝）　　 花海荘または梅屋ホテル、釜山　　 東横INN中央洞

対馬から釜山へ！国境観光モニター・ツアー
国境地域研究センターは、九州大学および北海道大学と共同で、世界の国境地域で近年注目されている「国境観光

（ボーダー・ツーリズム）」の研究を行っています。今回、日本で最初の「国境観光」モデル作りを目的として、

福岡から対馬を通って釜山に渡る「国境観光モニター・ツアー」を実施いたします。国内旅行と海外旅行を組み合

わせた新たな旅行形態としての「国境観光」を体験してもらうとともに、国境を挟んだ対馬・釜山の歴史と文化、

自然の魅力を感じていただきたいと思います。

企画：NPO 法人 国境地域研究センター 

企画共催：境界地域研究ネットワーク JAPAN

旅行実施：㈱近畿日本ツーリスト九州 福岡支店

協力：ANA、JR 九州高速船、北海道大学スラブ・ユーラシア研究

センター境界研究ユニット（UBRJ）、九州大学アジア太平洋未来

研究センター（CAFS）、九州大学持続可能な社会のための決断科

学センター

団体企画

旅行期日    ： 平成２７年３３月１１４４日（土）～３３月１１６６日（月） 

集合・解散   ： 集集合合：：福福岡岡空空港港国国内内線線第第１１ タターーミミナナルル  解散：博多港国際ターミナル  解散：博多港国際ターミナル

募集人数    ： ３３００名名様様 （最少催行人員 18 名様）

旅行代金    ： ６６００，，００００００円円  （個人的な経費を除く、全て）   ※一人部屋利用の場合は 4,000 円追加 

 月日 発着地／滞在地 時間 交通機関名 スケジュール 食事 

① ３月14日 

(土) 

福岡空港   発

対馬空港   着

対馬－比田勝  着

07：50 

08：25 

夕方 

ANA-4931 便

専用バス 

集合の後、空路、対馬やまねこ空港へ 

到着後、浅茅湾クルーズの後、厳原で万松

院、歴史民俗資料館を見学。「肴やえん」

で昼食後、万関橋を渡って上対馬へ。和多

都美神社を参詣、烏帽子岳展望台を散策後、

比田勝で「対馬パール」のアクセサリー作

りを体験。懇親夕食会 

      ＜比田勝泊＞ 

昼-ﾚｽﾄﾗﾝ 

夕-ﾚｽﾄﾗﾝ 

② ３月15日 

(日) 

対馬－比田勝   

              発

釜  山    着

午前 

13：00 

14：10 

専用バス 

ﾋﾞｰﾄﾙ 549便

専用バス 

殿崎の日露戦記念碑と韓国展望台を見学

後、佐須奈にある野生生物保護センターを

見学、「ももたろう」で昼食の後、比田勝港へ

出国手続きを経て、高速船で釜山へ 

到着、入国手続きの後、ホテルへ 

夕食まで自由行動    ＜釜山市内泊＞

朝-ﾎﾃﾙ 

昼-ﾚｽﾄﾗﾝ 

夕-ﾚｽﾄﾗﾝ 

③ ３月16日 

(月) 

釜    山   

            発

博 多 港   着

午前 

15：30 

18：25 

専用バス 

ﾋﾞｰﾄﾙ 258便

草梁倭館跡の龍頭山公園と南浦洞を見学。

時間があれば釜山近代歴史館と国際市場へ

出国手続きの後、高速船で博多港へ 

到着、帰国手続きの後、無事解散 

朝-ﾎﾃﾙ 

昼-ﾚｽﾄﾗﾝ 



子子供

■旅 行 代 金 （福岡空港発、博多港着） 
おとなお一人   ６０，０００円

＊上記旅行代金の一部は企画及び企画共催社が負担していただいております。

■募 集 人 員  ３０名様（最少催行人員：１８名様） 

■申込締切日 ２０１５年２月２０日（金） 
（ただし定員になり次第締め切ります。） 

■旅行代金に含まれるもの
(１)航空運賃：日程表に記載された船舶・航空運賃 
(２)宿泊代金：２名一室利用 
(３)食事代金：記載された食事（朝２回、昼３回、夕２回） 
(４)バス料金：専用バス利用料金 
(５)団体行動中の税金・チップ等 
(６)手荷物運搬料金（規定範囲内） 
(７)港湾施設使用料及びターミナル施設使用料､燃料高騰付加運

(８)添乗員同行経費
賃など 合計 3,400円  

上記費用はお客様の都合により一部利用されなくても払い戻し 
は致しません。 

■旅行代金に含まれないもの
※ 上記以外は旅行代金に含まれませんが、参加に当たって通常
必要となる費用を例示します。 

(１) 旅券取得に関する収入印紙代及び都道府県収入証紙代 
（５年有効旅券￥6,000～11,000、10年有効旅券￥16,000）  
(２)個人的性格の費用：日程表に明示されていない飲物代、クリ

ーニング代、電話代等 
(３)手荷物超過料金 
(４)傷害、疾病に関する医療費 
(５)任意の海外旅行傷害保険料 

■追加旅行代金
(１)渡航手続き料金 

この旅行には有効な旅券が必要ですが、当社でそれら手続き
を代行する場合の料金は下記の通りです。旅行をお申込み後
に申込書をご送付いたしますので、代行を希望される場合は
お申し出下さい。 
①旅券の申請書の作成代行------------- ￥5,400 
②韓国入国書類の作成代--------------- ￥4,320 
各料金に対して消費税（８％）が含まれております。 

(２)一人部屋追加料金（￥4,000） 

■お申込方法
参加申込書に必要事項をご記入の上、パスポートのコピーと共に
弊社へご送付下さい。また同時に申込金(12,000円以上で旅行代
金まで)をお振込み下さい。なお、旅行代金の他に、海外旅行傷
害保険料などの残金は平成27年3月4日までに指定口座にお振り
込み下さい。また請求書の必要な方は弊社担当者へご連絡下さい。
 ■アンケートのご記入をお願いいたします！
旅行中に企画者からのアンケートのご記入をお願いしておりま

すので、ご協力ください！   

■募集型企画旅行契約
本旅行は株式会社近畿日本ツーリスト九州が企画・募集・実施す
るもので、参加される方は当社と募集型企画旅行契約を結んで戴
きます。契約は当社の承諾と申込金の受理を持って成立するもの
とし成立日は当社が申込金を受理した日とします。 

■取消料
お申込後お客様の都合で参加を取消される場合、次の取消料をお
支払いいただきます。(ピーク時期の適用となります) 
1. 旅行開始日の前日から起算してさかのぼって 

40日前から31日前までの取消 ··········· 旅行代金の10％ 
2.旅行開始日の30日前から３日前までの取消 ···· 旅行代金の20％ 
2.旅行開始日の３日目以降旅行開始日当日まで ·· 旅行代金の50％ 
3.旅行開始後の解除および無連絡不参加 ·········· 旅行代金全額 

■確定日程表
確定した航空機の便名や宿泊ホテル名が記載された確定日程表
は、平成27年3月3日までに交付します。ただし、出発の７日前以
降にお申込みの場合は旅行開始日当日に交付することがありま
す。なお、交付日以前であってもお問合せいただければ手配状況
についてご説明いたします。 

■海外旅行保険加入のお勧め
ご旅行をより安心できるものとするため、お客様ご自身で十分な
旅行保険（疾病・傷害・盗難等）に加入されることをお勧めいた
します。 

旅行のお申込み先

観光庁長官登録旅行業第1886号 日本旅行業協会会員

㈱近畿日本ツーリスト九州 福岡支店 
〒812-0024 福岡市博多区綱場町2-21福岡MD ﾋﾞﾙ8階

TEL 092-272-4891 FAX 092-272-4901 
Email : nita88888@gmail.com

担当：二田（にた） 
総合旅行業務取扱管理者：二田 茂行 

営業日･営業時間：平日9:00～17:45､土曜・日曜休業 

ポンド協会会員、旅行業公正取引協議会会員 

※ 総合旅行業務取扱管理者とは、当支店での取引の責任者です。
この旅行の契約に関し担当者からの説明にご不明な点があ
りましたら上記総合旅行業務管理者にご質問下さい。 

※ お客様からご提出戴いた、参加者の個人情報については、参
加者との連絡や運送・宿泊を含む関係機関の手配の為に利用
させて戴く他に、必要な範囲内において当該機関に提供させ
ていただきます。また、弊社のグループ企業である㈱KNT ツ
ーリスト等の販売店が取り扱う商品・サービスに関する情報
を提供させて戴くことがあります。 

 ※旅券の有効期間／旅行出発日より３カ月以上の残存が必要 

〈その他のご旅行条件〉＜お申込を戴く前に、この条件書を必ずお読みください＞
旅行契約内容・代金の変更／天変地異、戦乱、暴動、運送・宿泊機関のサービス提供の中止、官公署の命令、当初の運行計画によらないサービスの提供その
他の当社の管理できない事由が生じた場合、契約内容を変更することがあります。またその変更に伴い旅行代金を変更することがあります。著しい経済情勢
の変動により通常予想される程度を大幅に超えて利用する運送機関の運賃・料金の改訂があった場合は旅行代金を変更することがあります。増額の場合は旅
行開始日の前日から起算してさかのぼって15日目に当たる日より前にお知らせします。なお、本旅行代金は平成27年1月26日現在の運賃・料金を基準として
おります。②標記の最少催行人員に満たない場合は旅行を中止することがあります。この場合旅行開始日の前日から起算してさかのぼって23日目に当たる日
より前に通知します。③取消料／当社の責任の取らないローン、渡航手続き等の事由によるお取消の場合も取消料をいただきます。ただし、次の場合は取消
料をいただきません。旅行契約内容に次のような変更またはその他の重要な変更が行われた時。 (1)旅行開始日または終了日の変更 (2)入場観光地・施設・
その他の目的地の変更 (3)運送機関の設備・等級のより低いものへの変更 (4)運送機関の種類または会社の変更 (5)宿泊施設の変更 (6)宿泊機関の客室の種
類・設備・景観の変更。運賃・料金の変更に旅行代金が増額された場合。当社が標記の日までに確定日程表を交付しない場合。当社の責に帰すべき事由によ
り当初の日程通りの実施が不可能となったとき。④当社による契約解除／旅行代金を期日までにお支払いいただけない時、申込条件の不適合、病気・団体行
動への支障その他により旅行の円滑な実施が不可能な時は､当社は契約を解除することがあります。⑤当社の責任／当社または当社の手配代行者がお客様に
損害を与えた時は、損害を賠償いたします。（お荷物に関する賠償限度額は１人15万円）⑥特別補償／当社はお客様が旅行参加中に急激かつ偶然な外来の事
故により生命、身体、手荷物に被った一定の障害について一定の補償金および見舞金を支払います。⑦旅程保証／旅行日程に前記取消料の項目に掲げる重要
な変更が行われた場合は約款の規定により(1)は旅行代金の３％ (2)から(6)は２％、また各号がツアータイトルに掲げられている場合は５％に相当する額
（ただし旅行開始前に変更が行われた場合はそれぞれ半額）の変更補償金を支払います。サービス提供の日時およびサービス提供の順序は対象外とし、一旅
行契約について支払われる変更補償金の額は旅行代金の15％を限度とします。また一旅行契約についての変更補償金の額が千円未満の場合は、変更補償金は
支払いません。また、当社は変更補償金の支払いを物品・サービスの提供で代替することがあります。⑧お客様の責任／当社はお客様の故意または過失によ
り当社が損害を被った時はお客様から損害の賠償を申し受けます。⑨このパンフレットは旅行業法12条４および５にいう説明書面、契約書面の一部になりま
す。⑩ここに記載のない事項については当社募集型企画旅行約款によります。⑪当社はいかなる場合も旅行の再実施はいたしません。 

パンフレット作成日：平成27年1月26日 

対馬から釜山へ！国境観光モニター・ツアー 募集要項・旅行条件書


